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１４０カ国以上の国々で事業を展開

国際協力業界で働く

八千代エンジニヤリング

技
術
力
に
は
世
界
的
な
定
評
あ
り

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
は
、

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企

業
と
し
て
、
国
内
外
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
整
備
事
業
を
中
心
に
50
年
以

上
の
実
績
を
重
ね
て
き
た
信
頼
の

ブ
ラ
ン
ド
だ
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
国

や
自
治
体
な
ど
発
注
者
側
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
道
路
な
ど
の
構

造
物
の
計
画
、
立
案
、
設
計
、
施

工
管
理
な
ど
の
業
務
を
手
掛
け
る

技
術
者
た
ち
の
こ
と
。
高
度
な
技

術
力
を
必
要
と
す
る
土
木
・
建
設

事
業
で
あ
り
、
発
注
者
を
技
術
面

で
支
え
る
と
と
も
に
、
中
立
・
公

正
な
立
場
で
多
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
役
割
を
担
う
。

特
に
同
社
は
都
市
計
画
、
道
路
、

河
川
、
上
下
水
な
ど
幅
広
い
専
門

領
域
の
技
術
者
を
抱
え
る
総
合
力

を
強
み
と
し
て
い
る
。

海
外
事
業
に
つ
い
て
も
、
創
立

期
か
ら
各
種
技
術
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
通
じ
た
技
術
協
力
を
積
極
的
に

進
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
世
界

１
４
０
カ
国
以
上
で
開
発
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
績
を
重
ね
て
い

る
。
総
合
力
を
誇
る
同
社
で
は
、

国
際
事
業
本
部
が
、傘
下
の
社
会
・

経
済
基
盤
、
水
資
源
、
施
設
、
電

力
・
プ
ラ
ン
ト
、
都
市
環
境
の
各

部
を
通
じ
て
、
防
災
、
運
輸
交
通
、

廃
棄
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
仕
事

を
担
う
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

特
に
最
近
は
、
ハ
ー
ド
面
を
中

心
と
し
た
防
災
対
策
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
加
え
て
、
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た
貧
困
削
減

と
い
う
ソ
フ
ト
面
で
の
貢
献
も
志

向
。
リ
ベ
リ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
な
ど
紛
争
が
あ
っ
た
地
域
で
の

平
和
構
築
や
復
興
支
援
に
注
力
す

る
こ
と
で
、
よ
り
人
々
の
生
活
に

直
結
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
を
模
索

す
る
。

国
際
事
業
本
部
計
約
１
７
０
人

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
「
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
築
き
上
げ
る
」
や
り
が
い
に
満

ち
た
海
外
の
仕
事
に
挑
ん
で
い
る
。

設立 ▶ 1963年
資本金 ▶ 4億5,000万円
従業員 ▶ 1,076人
本社 ▶ 東京都台東区
海外拠点 ▶  インドネシア、ブラジ

ル、ミャンマー、ナイ
ジェリア、エジプト、イ
ンド

事業分野 ▶  道路、橋梁、鉄道、
交通、河川、砂防、
防災、地下水、水理
地質、予警報システ
ム、上下水道、環
境、廃棄物、都市・
地域計画、建築、通
信・放送、電力など

募集職種 ▶  海外開発コンサルタ
ント

募集人数 ▶（新卒）事務系５人、
技術系42人

募集人材 ▶  文系・理系   
新卒・中途   
学士・修士

企業・採用情報

ハード・ソフト両面をカバーする開発コンサルタント

POINT

アフガニスタン・カブール市道路整備プロジェクトのパイロットプロジェクト
として施工した市内道路
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　2005年11月から約１年間従事した、モルディブでの津波災害復
興支援プロジェクトは、私のその後の人生を大きく変える契機になり
ました。プロジェクトでは、インフラ整備にとどまらず、津波被害で疲弊
した島民を活気づけるため、住民参加型事業も実施。ＮＧＯと連携し
た子どもたちへの防災教育や、地元の雇用創出のため、がれきから
リサイクルブロックを製作して津波避難所の建設資材に使うといっ
た取り組みを行いました。初めての海外プロジェクトで、インフラ整備
に対する住民の高い期待や住民参加型プロジェクトにより人々が
元気づけられるのを実感でき、とても印象に残っています。

印象深いプロジェクトや業務は？

　途上国での仕事は、さまざまなトラブルへの対応など難しさもありますが、それ以上の魅力がある
のも確かです。国内業務も経験してきた私が感じるのは、途上国支援は、真に必要とされるものを
何もないところから作り上げるダイナミックさや、本当の意味でのコンサルティング業務ができるや
りがい、仕事の合間に現地の文化や生活に触れられる面白さなど、多くの魅力があります。
　開発協力には、語学力だけでなく、コンサルタントとしての高い専門性や技術力が求められま
す。より多くの理系学生が国際協力に目を向けながら、自分自身の技術を磨いて活躍してくれるこ
とを期待しています。

この仕事を目指す読者へ一言

Company Data

国際事業本部 社会・経済基盤部　
道路・鉄道課主幹
（広島大学工学部第四類卒業）

三宅 清孝 さん
Miyake Kiyotaka

● モルディブ・スマトラ沖地震津波災害復旧支援
　プロジェクト
● アフガニスタン・カブール首都圏開発計画推進
　プロジェクト
● パプアニューギニア・レイ－ナザブ都市開発計画
　プロジェクト

当時、土木系の卒業生の主な進路は技術系公
務員、ゼネコン、建設コンサルタントの３つの職種
でした。私は役所でのインターンシップの際に見
掛けた建設コンサルタントに興味を持ち、八千代
エンジニヤリングに入社しました。特に、海外に関
心があったわけではなく、国内プロジェクトをやっ
ていくつもりでした。東北支店に配属され、東北
地方の道路設計業務を担当。ＯＪＴで技術を磨き
ました。

道路設計業務に慣れた頃、国際事業部が道路
技術者を募集していると聞き付け、応募したとこ
ろ、１年間の期限付きながら、モルディブでのプロ
ジェクトへの従事が認められました。英語はあまり
得意ではなかったのですが、現地で関係者と交
渉に臨みながら、必死に勉強しました。そこで海
外業務の醍醐味を知り、帰国後に国際事業本
部への正式な異動希望を出しました。

社員に聞きました！

これまでの主な担当プロジェクト

広島大学工学部（建設・土
木系）卒業。八千代エンジ
ニヤリング入社。東北支店
に配属

モルディブの津波被害復
興プロジェクトに従事

国際事業本部に異動。

アフガニスタン・カブールの
道路建設管理能力強化プ
ロジェクトで、初めてプロ
ジェクトマネージャーを担当

22歳

27歳

31歳

38歳

入社後

八千代エンジニヤリング（株）

代表者
代表取締役社長 出水重光

〒111-8648
東京都台東区浅草橋5-20-8
CSタワー

TEL 03-5822-2900
Email　kyujin@yachiyo-eng.co.jp

国際事業本部への異動から９年目の現在、ア
フガニスタンの首都カブールの道路建設管理
能力強化プロジェクトで、初めて専門家10人を
統括するプロジェクトマネージャーに就きました。
アフガニスタンは、治安の悪化から日本人専門
家の現地入りは禁止されているため、同国政府
職員をインドや日本に呼び寄せて研修を実施。
現地の活動を日本とインドから遠隔管理する難
しい業務に挑んでいます。

現在

大学卒業時

クライアント（JICA）との打合せ
カブールの現地スタッフとテレビ電話会議

プロジェクトの報告書や事務書類の作成

今日のTo Do！





開
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業

国際協力の仕事

八千代エンジニヤリング株式会社
設 立
資 本 金
従 業 員
本 社
海外拠点

事業分野

募集職種
募集人数
住 所

T e l
M a i l
H P

1963年
4億5,000万円
1,127人（2019年7月1日現在）
東京都台東区
インドネシア、ミャンマー、韓国、インド、
エジプト、ナイジェリア、ブラジル
インフラ、資源・エネルギー、防災、ICT、
都市開発、水と衛生、環境・気候変動、
復興・平和構築、民間セクター
海外開発コンサルタント
随時募集（HP掲載）
〒111-8648　
東京都台東区浅草橋5-20-8  CSタワー
03-5822-2742
info@yachiyo-eng.co.jp
 https://www.yachiyo-eng.co.jp/
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若干社員による社内ワーキンググループの様子

　

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
は

「
人
間
性
の
尊
重
と
全
員
参
加
の

経
営
を
基
本
」
と
し
た
経
営
理
念

の
も
と
、
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
と
し
て
、
社
会
の
安
全

と
利
便
性
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
事
業
を
中
心
に
国
内
外
で
実
績

を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
技
術
力
は

各
所
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
、
都
市
計
画
、
河
川
、

上
下
水
、
電
気
機
械
な
ど
幅
広
い

専
門
領
域
の
技
術
者
を
抱
え
る
総

合
力
を
強
み
と
し
て
い
る
。
海
外

事
業
で
も
、
創
立
期
か
ら
各
種
技

術
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
通
じ
た
技
術

協
力
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
世
界
１
４
０
カ
国

以
上
で
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
実
績
を
重
ね
て
い
る
。
総
合
力

を
誇
る
同
社
で
は
、
海
外
事
業

部
の
も
と
に
建
築
・
社
会
開
発
部
、

水
資
源
部
、
交
通
基
盤
部
、
電
力
・

情
報
通
信
部
、都
市
環
境
部
を
設
け
、

各
セ
ク
タ
ー
が
協
働
し
多
岐
に
わ

た
る
仕
事
を
担
う
体
制
を
敷
い
て

い
る
。

　

同
社
で
は
、
海
外
事
業
部
約

１
５
０
人
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
、＂ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
、
何
も
な

い
と
こ
ろ
か
ら
築
き
上
げ
る＂
や
り

が
い
に
満
ち
た
海
外
の
仕
事
に
挑

ん
で
い
る
。

　

そ
う
し
た
志
の
も
と
、
ハ
ー
ド

面
を
中
心
と
し
た
防
災
対
策
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な
く
、
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た

貧
困
削
減
と
い
う
、
ソ
フ
ト
面
で

の
貢
献
も
志
向
し
て
い
る
。
リ
ベ

リ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
紛

争
が
あ
っ
た
地
域
で
の
平
和
構
築

や
復
興
支
援
に
注
力
す
る
こ
と
で
、

よ
り
人
々
の
生
活
に
直
結
す
る
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
実
施
を
模
索
す
る
。

　

加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
分
野
で
の
技
術

開
発
を
行
う
ほ
か
国
内
外
に
お
け

る
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
も
強
化
す
る
な
ど
、
活
躍
の

場
を
広
げ
て
い
く
方
針
を
掲
げ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
い
専
門

性
を
持
ち
、
熱
意
あ
る
若
者
が
活

躍
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
く
所

存
だ
。

技
術
力
に
定
評
あ
り

総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

高
い
専
門
性
を
持
ち

他
国
に
貢
献
す
る
熱
意
を

巨大地震からの復興支援に携わる
　2018年9月、インドネシア国中部スラウェシ州でマグニチュード7.5の地震が
発生し、死者2,600名超、被災者約17万3,000名という甚大な被害が生じました。
日本（JICA）は同震災からの復興支援として中部スラウェシ州緊急復興プロジェ
クトを実施しており、私も団員の一人として参加しています。同プロジェクトは、
被災地における「より良い復興」（Build Back Better）の具現化を図り、より災
害に強い社会の形成を目指すものです。災害を完全に防ぐためのインフラ整備には、
多額の工事費用がかかります。一方で、災害危険度の高いエリアの土地利用をすべ
て禁止する（規制する）となると、経済開発の適地や利便性の高い土地も使えなく
なってしまいます。私は「土地利用規制」業務担当者として、工事と土地規制の兼
ね合いからBuild Back Betterの現実に向けた検討を進めています。

ランドスケープの思想を
取り入れたまちづくりを

　大学院では、自然や地形、人の営み、文化・歴史などの景観を構成
する要素を基盤にして、都市空間をデザインする「ランドスケープデ
ザイン」を専攻。卒業後に入社した環境系コンサルタント会社では、
国内自治体のさまざまな計画づくりに従事し、その後今の会社に入社
しました。そのころから私は、ランドスケープ業界の技術者は国際的
視野を持ち、どんどん海外に進出すべきと考えていました。ＯＤＡは
予算が限られるので、最低限環境に配慮した機能性ありきのインフラ
整備がほとんどです。これからは「モノづくりよりも空間づくり」「文
化・歴史・芸術の伝承」といったランドスケープの思想を取り入れた
計画・まちづくりにも挑戦してみたいです。
　また、女性がまだまだ少ない職種ですが、男性とは違った視点でプ
ロジェクトができるので、ぜひ挑戦してほしいと思います。

現地のドライヤーだとなかなか乾か
ず、髪が傷んでしまうので、可変圧
式のものを購入しました。どの国に
行くときにも愛用
しています。

「海外対応のドライヤーとヘアアイロン」

平野 加保里さん
事業統括本部　
海外事業部　
建築・社会開発部　
社会開発課　主幹

近畿大学工学部建築学科を卒業

環境系
コンサルタント会社
に勤務

個人事業主

九州芸術工科大学（現・九州大学）
芸術工学府環境設計学科を修了

八千代
エンジニヤリング
に入社
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子供たちの教育環境を改善するために
ハイチ 
中央県及びアルティボニット県小中学校建設計画

コンサルティング：八千代エンジニヤリング（株）
施　設　建　設：徳倉建設（株）

ハイチの基礎教育課程は、初等
教育にあたる第１～第２サイクル
（６年間）と、前期中等教育にあた
る第３サイクル（３年間）で構成さ
れている。同国政府の近年の基礎
教育の改革によって、第１～第２
サイクルの就学率は77％にまで
伸びてきており、中南米諸国全体
の就学率平均95％に近づいてき
た。しかし、第３サイクルにおけ
る就学率は25％であり、これは
中南米諸国の平均73％と比べて
も極めて低い（2012年調査）。
特に、本計画の対象となってい
る２県の第３サイクルの就学率
は、中央県が16％、アルティボニッ

ト県が19％と同国平均をも下回っ
ている。その最大の原因は教室が
足りずに就学を諦める子どもが多
いことである。この２県では、ど
のサイクルでも100人を超える過
密状態で授業を行っていた。
本計画では、両県にある第１～

第３サイクルの学校のうち12の
学校を対象として90教室を増設
した。併せて、男女別トイレや車
イスでも利用できるトイレおよび
スロープを設置し、女子生徒や
障
しょうがい

碍のある生徒の教育環境の改善
にも配慮した。本計画の完了によ
り、１教室あたりの生徒数は50
人前後に抑えられる見込みで、

１万人近い生徒たちと300人強の
教職員の学習・教育環境が大きく
改善される。
一方、同国では毎年のようにハ

リケーンが襲来し、地震も多発し
ている。2010年のハイチ大地震
では約31万人もの死者を出した
が、学校はこうした緊急時に、地
域住民の避難所となる。本計画に
おいて増設された教室は、日本の
知見を生かした耐震・耐風設計が
採用され、自然災害に負けない国
づくりにも貢献している。本計画
のソフトコンポーネントでは学校
での防災や保健・衛生に関する教
育への支援も行われる予定だ。

＜無償資金協力＞

教室棟およびトイレ棟。災害時は地域住民の避難所となる

照明のための太陽光発電設備
全ての新設校舎に設置された 2010年のハイチ地震で倒壊した大統領宮殿

新設校舎の教室内部

車イスのためのスロープ

以前の過密状態での授業

HAITI


